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2024年7／13に起きたトランプ大統領の銃撃事件は幸い未遂に終わったが、

1909年10／26の初代韓国総監・伊藤博文の暗殺事件も、2022年7／8に起き

た安倍晋三元首相の銃撃死も歴史上の事実。それと同じく1979年10／26に起

きた朴正煕大統領暗殺事件も事実だ。そんな冷酷な韓国の現代史の中で、『大

統領暗殺事件 16 日間の真実』と題された本作は、弁護士兼映画評論家であ

り、「法廷モノ」の出版者である私にとっては必見！ 

本作の一方の主人公は 1 人だけ軍事法廷の被告人とされたパク・テジュ大

佐、他方の主人公はその弁護人となったチョン・インフ弁護士。そして、軍事

法廷を裏で操る影の主役がチョン・サンドゥだ。 

本作ではこの3者の絡み合いがポイントだが、残念ながらパク・テジュもチ

ョン・インフも「ダメだ、こりゃ！」。ハリウッドの「法廷モノ」でキャラの

立った弁護士が主役になれるのは、陪審制や米国式の刑事訴訟手続きのおか

げ。それに比べると、本作では韓国の「法廷モノ」の未熟さがありありと！ 

─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── 

■□■本作のテーマは？過去の名作との接点は？■□■ 

2024年7／13、アメリカのトランプ大統領はペンシルベニア州バトラー近郊のメリディ

アンでの選挙集会で銃撃され左耳を撃たれたが、この大統領暗殺事件は幸いにも未遂に終

わった。他方、2025年 7／5に観た『ハルビン』（24年）では、初代韓国統監・伊藤博文

は大韓義軍中尉・安重根（アン・ジュングン）によって現実に暗殺された。2022 年 7／8

に安倍晋三元首相が銃撃死したのも事実だ。 

他方、韓国で現実に発生したのが、1979年10／26の朴正煕大統領暗殺事件。そして同

事件をテーマにした映画の名作が、①『ユゴ 大統領有故』（05年）（『シネマ16』126頁）
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と②『KCIA 南山の部長たち』（20 年）（『シネマ 48』226 頁）だ。他方、1979 年 10／

26の朴正煕大統領暗殺事件直後の 12／12には全斗煥による軍事クーデターが発生し、再

び韓国は軍事独裁政権時代に戻ってしまった。それを描いたのが『ソウルの春』（23年）（『シ

ネマ56』176頁）だ。また、朴正煕が政敵に仕上げていた野党の党首・金大中の政治的基

盤である光州を含む全羅道で起きた民主化運動を武力鎮圧した「光州事件」を描いた名作

が『タクシー運転手 約束は海を越えて』（17 年）（『シネマ 42』248 頁）と、『1980 僕

たちの光州事件』（24年）（『シネマ57』288頁）だ。 

しかして、邦題を『大統領暗殺裁判 16日間の真実』とした本作のテーマは一体ナニ？

そして、過去の名作との接点は一体ナニ？ 

■□■2人の主人公に注目！一方は実在！他方は架空！■□■ 

本作には2人の主人公が登場する。まず1人は1979年10／26の朴正煕大統領暗殺事件

の実行犯たるパク・テジュ（イ・ソンギュン）。彼は当日運転席の隣の席に座り、後部座席

には中央情報部部長のキム・ヨンイル（ユ・ソンジュ）と陸軍参謀総長のチョン・ジンフ

（イ・ウォンジョン）が乗っていたが、この 3 人はそれぞれ大統領暗殺事件においてどん

な役割を？ 

このパク・テジュは実在の人物だが、それは本作のための役名。実在の人物の名前は朴

興柱（パク・フンシュ）だ。朴正煕大統領暗殺の実行犯のうち彼一人だけが軍人だったし、

彼の軍人としての軍歴は素晴らしいものだったらしい。すると、彼はいわば名作『動乱』（80

年）で高倉健が演じた、青年将校・宮城啓介大尉のような人物？ 

本作のもう 1人の主人公はチョン・インフ（チョ・ジョンソク）。『大統領暗殺裁判 16

日間の真実』という邦題から推測されるとおり、彼はこの裁判でパク・テジュ被告の弁護

人を務めた弁護士だ。私は当然これも実在の人物を名前を変えて登場させたものだと思っ

ていたが、そうではなく、チョン・インフは完全に架空の人物で、モデルはいないらしい。

しかし、パク・テジュの裁判に関する公式の資料はあるはずだし、判決結果（死刑）やそ

の執行も歴史上の事実として記録されているはずだから、なぜそれに基づいてパク・テジ

ュの弁護人役の弁護士を登場させないの？それが私には不可解だ。 

私は大学時代に『日本共産党闘争小史』（32 年）を読み、判決結果が死刑になることを

予測しながら、被告人の市川正一が“日本共産党の闘争の歴史”を後世に残すために、裁

判闘争での弁論を展開したことを知って感激した。それに比べれば、本作の展開は？そし

てまた、本作が言うところの「16日間の真実」とは？ 

■□■主人公の弁護士像も、弁護団像も「ダメだ、こりゃ！」■□■ 

近時の TV 番組のくだらなさに辟易している私は、日曜日の夜は時々ベッドの中で、ド

リフターズの「８時だヨ！全員集合！」を観ている。これは1980年代に日本を席巻した人

気番組の再放送だが、40年後の今観てもそれなりに面白い。とりわけ、リーダーのいかり

や長介が毎回「ダメだ、こりゃ！」の決めゼリフで終わるミニコントが、バカバカしいな
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がらも大好きだ。 

本作の一方の主人公たるチョン・インフの弁護士像について、パンフレット内のストー

リー紹介では、「厄介な事件の裁判を多く担当する弁護士会のエースである主人公チョン・

インフ（チョ・ジョンソク）は、大統領暗殺事件に巻き込まれた中央情報部（KCIA）部長

の随行秘書官であるパク・テジュ（イ・ソンギュン）の弁護を引き受ける。」と紹介。また、

パンフレットでは次のように紹介されている。 

 

私は、弁護士兼映画評論家として多くの「法廷モノ」を鑑賞し、『名作映画から学ぶ裁判員

制度』（10年）、『“法廷モノ”名作映画から学ぶ生きた法律と裁判』（19年）等を出版して

いる。その中では多くの理想的な弁護士像を確認してきたが、残念ながら本作のチョン・

インフ弁護士は、いかりや長介の名ゼリフ「ダメだ、こりゃ！」を地でいくものと言わざ

るを得ない。 

また、私は1974年の弁護士登録直後から大阪国際空港訴訟弁護団に所属し、約25名の

常任弁護団の一員として約 5 年間奮闘したが、その弁護団運営に比べると、本件に見る弁

護団のリーダーたるイ・マンシク（ウ・ヒョン）の力量や指導力には大いに疑問あり！さ

らに、チョン・インフの同僚として法廷に立つプ・ハンミョン弁護士（チョン・ベス）、チ

ェ・ヨンナム弁護士（ソン・ヨンギュ）、チョ・サンチョル弁護士（イ・ヒョンギュン）ら

の力量とキャラにも大いに疑問が！パンフレット上での彼らの紹介と、実際にスクリーン

上でみる彼らの法廷内外での活動ぶりを見て、私は腹立たしさを覚えてしまったが・・・。 

■□■パク・テジュ大佐像も「ダメだ、こりゃ！」■□■ 

他方、パク・テジュ被告人を演じた俳優、イ・ソンギュン'は2023年12／27に死去した

ため、本作は最後の出演作になったそうだが、本作ではアクションはもちろん、感情を爆

発させるシーンさえ全くなく、チョン・インフ弁護士との打ち合わせの姿と法廷に座る姿

しか登場しないから、俳優としてはあまりやりたくない役だ。このように、徹底して“静
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の演技”が求められたイ・ソンギュンはその役をよくこなしているが、本作では所詮パク

大佐の人物像が不明確なままだからまどろっこしい。 

パンフレット上のストーリー紹介では、彼は「大統領暗殺事件に巻き込まれ、裁判を受

ける中央情報部（KCIA）部長の随行秘書官」と紹介され、キャラクター紹介でも「上官の

命令により、10.26 大統領暗殺事件に巻き込まれ」と紹介されている。パンフレットの

COLUMNにある秋月望氏（明治学院大学名誉教授）のコラム「随行秘書官－パク大佐」

では、パク大佐の優秀さのみならず人格的な高潔さも強調されているが、そもそも彼は大

統領暗殺事件にいかなるスタンスで臨んだの？本作ではそれがさっぱりわからない。 

ちなみに、『ハンナ・アーレント』（12年）（『シネマ32』215頁）では、「ユダヤ人問題

の最終的解決」（ホロコースト）に関与し、数百万人の人々を強制収容所へ移送するにあた

って指揮的役割を担ったアドルフ・アイヒマンを「悪の凡庸」と総括し、彼は決して「極

悪非道の男」ではなかったことが主張されていたが、それと同じように、パク・テジュも

上官の命令に盲目的に従って朴正煕大統領の暗殺実行に協力しただけ？ 

■□■裁判を操る影の主役は？そのキャラは？■□■ 

1979年10／26の朴正煕大統領暗殺事件はそれだけでも大事件だが、韓国ではそれによ

って韓国政治が混沌とする中、その直後の同年12／12にチョン・ドゥファン少将が軍内の

自身のシンパを使って12.12クーデターを決行し、非常戒厳令の拡大などを経て1981年に

大統領に就任するので、その展開にもビックリ！本作ではこのチョン・ドゥファンをチョ

ン・サンドゥという役名で俳優のユ・ジェミョンが演じているが、これはなかなかのハマ

リ役だから、そのキャラに注目！本作のキャラクター紹介では、彼について次の通り紹介

されている。 

 

また、彼はCOMMENTの中で「最初にオファーを受けた時、丁重にお断りをしたんで

す。皆さんもご存じのように、ものすごく強いイメージのキャラクターですが霧の中にい
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るような人物なので、把握するのが難しかった・・・。」とコメントしている。ちなみに、

実在のチョン・ドゥファン少将はゴルフが大好きだったそうだが、本作ではチョン・サン

ドゥの下を訪れたチョン・インフ弁護士を、ゴルフの練習中のチョン・サンドゥが対応す

るシークエンスの中で、いかにも「これぞ韓国！」としか言いようのない興味深いシーク

エンスが登場するので、それに注目！ 

■□■本来シリアスな軍事法廷がマンガ風（韓国風）に！？■□■ 

弁護士兼映画評論家であり、『“法廷モノ”名作映画から学ぶ生きた法律と裁判』の出版

者である私は、当然多くの「法廷モノ」を鑑賞している。また、それを評論するについて

は、資料を読み込むとともに、専門的な知見を踏まえた上でやっているし、弁護士歴51年

の実績を踏まえているから、私の評論はそれなりの自信作だ。そんな私の目で見れば、「朴

正煕大統領暗殺裁判」を描く本作は当然シリアスなはず、しかも、邦題には「16日間の真

実」というサブタイトルまでついているのだから、本作が描く「大統領暗殺裁判」の「16

日間の真実」には、『日本共産党闘争小史』で描かれていた以上の生々しい真実が描かれて

いるはずだ。私はそう期待していたが、残念ながらその期待は大きく裏切られてしまった。 

前述のとおり、本作でパク・テジュ大佐を演じたイ・ソンギュンは“静の演技”に徹し

ているのに対し、チョン・インフ弁護士役を演じたチョ・ジョンソクは“動の演技”が目

立つ。そもそも、パンフレットの CHARACTERS で紹介されている「勝つためなら虚偽

の状況も平気で作り、勝訴することで有名な」というキャラクターの設定自体が私に言わ

せれば極めてステレオタイプでナンセンス。それは、陪審制度と厳格な刑事訴訟法制度の

下で、裁判を一種の“ゲーム理論”と考えるアメリカでこそ成り立つ 1 つの弁護士像なの

だ。したがって、日本でもヨーロッパでも、「勝つためなら虚偽の状況を平気で作り、勝訴

すること」が弁護士の能力だとは誰も評価していないはずだ。その点、韓国では一体どう

なっているの？ 

しかも、チョン・インフは、ストーリー紹介では「厄介な事件の裁判を多く担当する弁

護士会のエース」と紹介されているが、彼が弁護団に入っていく姿を見てもまた、弁護団

員の中での彼の活動ぶりを見ても、彼が「弁護士会のエース」だとは到底考えられない。

韓国の弁護士は、チョン・インフのような突飛なことを本当にするの？私がそう思わざる

を得ないのは、チョン・サンドゥを証人として法廷に呼ぶために彼が取ったある行動だ。

これを韓国では弁護士としての“熱意”と理解するのかもしれないが、私にはこんなハチ

ャメチャな行動は、彼の同僚の弁護士たちと同じように到底認めることはできない。 

しかるに、そんなハチャメチャな弁護士活動に終始し、最後には死刑判決を阻止するこ

ともできなかったチョン・インフ弁護士に対して、パク・テジュは「君は最高の弁護士だ」

と感謝の意を心の底から述べていたから、私にはそれもアレレ・・・。とにかく、私の目

には本作は韓国映画の「法廷モノ」の限界をはっきりと！ 

2025（令和7）年9月5日記 


